


平成21年２月（3）�

多数の参加がありました�

松の越の庚申塔�

新成人の誓い：前田大地さん�
���

　
美
郷
町
は
、
自
然
豊
か
な
美
し
い
ま
ち

で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
一
部
の
道

路
や
空
き
地
で
不
法
投
棄
ご
み
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
小
さ
い
も
の
か
ら
、
机
や
テ
レ
ビ
等
の

大
き
い
も
の
ま
で
様
々
な
も
の
が
捨
て
て

あ
り
ま
す
。�

　
今
回
、
投
げ
捨
て
禁
止
の
看
板
を
町
内

に
設
置
し
ま
し
た
。
看
板
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
投
げ
捨
て
行
為
、
不
法
投
棄
は
違

法
で
あ
る
こ
と
を
強
く
啓
発
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

　
き
れ
い
な
美
郷
町
を
守
っ
て
い
く
に
は
、

町
民
み
ん
な
で
監
視
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
役
場

に
す
ぐ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
不
法
投
棄
を「
し

な
い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な
い
！
」を
合
言

葉
に
き
れ
い
な
美
郷
町
を
守
り
ま
し
ょ
う
。�

�

※ 

「
不
法
投
棄
」�

違
反
し
た
場
合
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は

両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。�

�

　行政に対し、日ごろ感じていること、ご意見などを、
次の用紙に記入してお寄せください。�
　なお、お寄せいただいたご提言は、個人情報を除
いたうえで町報などに掲載し、公表する場合がありま
すので、あらかじめご了承ください。�
�
�

　北郷診療所の横山永子先生が、本年３月末でお
辞めになりますが、その後任として清武町から前田
幸徳医師がおいでになります。�
　前田医師は現在７０歳、整形外科専門で永年清
武町で開業されておりましたが、この度ご子息が後
を継がれ、北郷区においでいただくことになりました。
趣味は釣り、山歩き、菜園作りなどだそうです。詳
しいことはまた４月頃にお知らせいたします。�

（北郷支所　福祉保健課）�
�

　
平
成
21
年
美
郷
町
成
人
証
書
授

与
式
が
１
月
３
日
に
西
郷
ニ
ュ
ー
ホ

ー
プ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
新
成

人
90
名（
男
50
・
女
40
）の
内
72
名

が
出
席
し
ま
し
た
。�

　
町
長
は
、
新
成
人
全
員
に
成
人

証
書
を
手
渡
し「
常
に
初
心
に
帰
り

何
事
に
も
挑
む
心
で
研
鑚
に
励
む

よ
う
」激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
南
郷
区
の
前
田
大
地

さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て「
誰
か

ら
も
尊
敬
さ
れ
る
大
人
に
な
る
」と

力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。�

　
保
護
者
や
小
・
中
学
校
の
恩
師
も

多
数
駆
け
つ
け
、
盛
大
な
式
典
に
な

り
ま
し
た
。�

�

平成21年２月（2）�

�

こ
う
し
ん
と
う�

十
一�

　放送メディアの多様化が進みテ
レビショッピングの番組が広く放
送され、消費者がテレビショッピン
グをする機会が増えています。し
かし、テレビショッピングに関する
相談も同じように近年増加してい
ます。寄せられた相談内容を見る
と、テレビショッピングは、映像や
音声が伴うことによる臨場感あふ
れた商品紹介など商品の特長がインパクトをもって紹
介される反面、返品の可否など消費者にとって重要な
事項やデメリットとなる点などについては、番組放映
時間などの制約から、瞬間的な表示で終わってしまい、
消費者に十分に理解されていないケース等があるよう
です。 �
　そこで、今回はテレビショッピングに関する問題点と、
購入の際のチェックポイントをご紹介します。 �
�
【問題点】�
１．表示時間が短かく、十分に表示内容が理解で
　 きないことがある �

２．誤解を与えるようなトークや表示がみられる �

３．消費者の購買心をあおるような演出がみら
　 れる �

４．番組からの印象と違うことがある �

５．体験談を信じて購入したが、同等の効果が得
　 られないことがある �

６．返品をめぐってのトラブルが多い �

７. 購入後の対応が不十分なケースがある �

�

【チェックポイント】�
１．申込みは慎重に行うこと �

２．番組からの印象だけで購入を決めず、商品等
　 の使 い方や使用上の制限などを事前に確認
　 しましょう �

３．返品できるかどうか、事前に必ず確認しまし
　 ょう�

４．返品できる場合でも条件が付いていること
　 があるので、返品条件を確認しましょう �

５．申込み時の内容や連絡先を控えておきまし
　 ょう�

じ
っ
か
ん�



平成21年２月（5）�

��

�

【
歳
出
に
つ
い
て
②
】�

�

　
性
質
別
分
類（
最
終
使
途
に
よ
っ
て
分
類
）

に
も
と
づ
い
て
平
成
19
年
度
一
般
会
計
の
歳

出
を
み
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
最
初
は
、
人
件
費
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。�

　
人
件
費
は
、
議
員
報
酬
や
職
員
の
給
料
等

に
代
表
さ
れ
る
支
出
費
目
で
す
が
、
賃
金
の

よ
う
に
一
時
的
な
支
出
に
つ
い
て
は
人
件
費

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。�

　
平
成
19
年
度
決
算
額
は
15
億
４
、
６
３
７

万
１
千
円
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
額
は
、
平
成
18
年
度
決
算
額
16
億
４
、

５
８
６
万
１
千
円
に
比
べ
て
９
、
９
４
９
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
減
額
の
主
な
理
由
は
、
職
員
定
数
の
適
正

化
に
よ
る
職
員
給
与
の
減
少
に
よ
る
も
の
で

す
。�

　
物
件
費
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
消
費

的
性
格
を
持
つ
支
出
費
目
で
、
コ
ピ
ー
用

紙
の
よ
う
な
消
耗
品
費
、
電
気
、
水
道
に
代

表
さ
れ
る
光
熱
水
費
、
郵
便
や
電
話
料
等

の
通
信
運
搬
費
の
他
、
賃
金
、
旅
費
、
委
託

料
、
賃
借
料
、
等
が
あ
り
ま
す
。�

　
合
併
に
と
も
な
い
道
路
台
帳
を
整
備
し

た
こ
と
か
ら
平
成
19
年
度
決
算
額
は
９
億

２
、
４
７
７
万
２
千
円
で
平
成
18
年
度
に
比

べ
て
１
、
１
１
４
万
５
千
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
　�

�

�

　平成21年３月23日（月）をもちまして、当局日向支局を延
岡支局へ統合することになりましたのでお知らせします。�
　長年のご利用ありがとうございました。�
　日向市及び東臼杵郡（門川町、美郷町、諸塚村、椎葉村）
にある不動産の登記事務、戸籍事務、人権擁護事務及び供
託事務は、平成21年３月23日以降、延岡支局において取り
扱うことになります。�
　なお、会社・法人の登記事務に係る下記事項につきまし
ては、平成20年８月25日から宮崎地方法務局登記部門にお
いて取り扱っておりますが、登記事項証明書・印鑑証明書の
交付事務については、引き続き延岡支局においても取り扱
います。�

①商業・法人登記申請　②要約書の交付事務　③印鑑カ
ードの交付事務　④印鑑カードの廃止事務　⑤電子証明
書の交付事務　⑥電子証明書の使用廃止事務　⑦電子
証明書識別符号の変更事務�

◎延岡支局　〒８８２-０８０３延岡市大貫町１丁目２９１５　　
　　　　　　延岡合同庁舎内�

 【お問合せ先】�
　　宮崎地方法務局総務課　　1０９８５ - 22 - ５１２４�
　　宮崎地方法務局延岡支局　1０９８２ - 33 - ２１７９�
　　宮崎地方法務局日向支局　1０９８２ - 52 - ２９４４�

※日向支局は平成21年３月19日（木）まで�

� �

その9

平成21年２月（4）�

　
美
郷
町
で
は
、
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
放

送
完
全
移
行
を
始
め
と
し
た
放
送
分
野
の

問
題
と
、
情
報
通
信
に
関
す
る
課
題
を
総

合
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）の
拡
張
を
核
と
す
る
情

報
通
信
基
盤
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。�

�

■
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と
は
何
で
す
か
？�

　
テ
レ
ビ
の
有
線
放
送
サ
ー
ビ
ス
で
、
山

間
部
や
人
口
密
度
の
低
い
地
域
な
ど
、
地

上
波
テ
レ
ビ
放
送
の
電
波
が
届
き
に
く
い

地
域
で
も
鮮
明
な
映
像
で
視
聴
す
る
こ
と

を
可
能
に
し
ま
す
。�

　
地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
や
衛
星
放
送
な
ど
、

他
の
放
送
事
業
者
が
制
作
し
た
放
送
の
再

送
信
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が
独
自
に
制

作
す
る
放
送
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

有
料
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
チ
ャ
ン

ネ
ル
放
送
や
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始

め
と
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
事

業
者
も
多
く
あ
り
ま
す
。�

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
か
ら
ご
自
宅
ま
で

を
光
ケ
ー
ブ
ル(

又
は
同
軸
ケ
ー
ブ
ル)

で

つ
な
ぐ
た
め
、
ご
自
宅
の
ア
ン
テ
ナ
は
不

要
と
な
り
ま
す
。�

�

■
な
ぜ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
整
備
す
る
の
？�

　
美
郷
町
が
抱
え
る
地
域
情
報
化
に
関

す
る
課
題
と
し
て
、�

①
難
視
聴
地
域
の
解
消（
地
上
デ
ジ
タ
ル

　
放
送
完
全
移
行
に
よ
る
新
た
な
デ
ジ

　
タ
ル
難
視
聴
地
域
発
生
の
問
題
も
含
む
）�

�

②
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備�

③
地
域
情
報
格
差
の
是
正（
美
郷
町
内
の

　
格
差
や
都
市
部
と
の
情
報
格
差
の
是
正)�

�

　
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
を
包
括
的
に
解
決
す
る
方
策
と
し
て「
美

郷
町
情
報
通
信
基
盤
施
設
整
備
事
業
」に

取
り
組
み
、
美
郷
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

全
町
に
拡
大
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

�

■
地
デ
ジ
対
策
は
共
聴
施
設
の
整
備

で
い
い
の
で
は
？�

　
地
デ
ジ
対
策
で
い
え
ば
既
存
の
共
聴
施

設
の
改
修
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
デ
ジ
タ
ル
難
視
聴
世
帯
が
発
生

す
る
こ
と
や
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
整
備
、
情
報
格
差
の
是
正
と
将
来
へ
の

対
応
な
ど
、
地
域
情
報
化
を
総
合
的
か
つ

包
括
的
に
考
慮
し
検
討
し
た
結
果
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
拡
張
が
最
善
の
方
法
と
し

て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。�

�【
お
問
合
せ
先
】�

　
　
美
郷
町
企
画
情
報
課�

　
　  

　
1
０
９
８
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平
成
21
年
２
月
１
日（
日
）〜
10
日（
火
）ま
で
の

10
日
間
、
広
報
啓
発
活
動
・
飲
酒
運
転
取
締
り
の

強
化
を
重
点
と
し
て
、
標
記
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。                                                                           �

　
地
域
、
職
場
、
家
庭
等
に
お
け
る
飲
酒
運
転
を

許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 �
                                                                          �

〜
飲
酒
に
お
け
る
影
響
と
は
〜 �

　
ア
ル
コ
ー
ル(

エ
タ
ノ
ー
ル)

は
、
中
枢
神
経
系
に

作
用
し
て
脳
の
神
経
活
動
を
抑
制(

麻
酔
作
用)

す

る
物
質
で
、
運
動
機
能
の
低
下
、
理
性
・
自
制
心
の

低
下
、
動
体
視
力
・
集
中
力
・
認
知
能
力
・
状
況
判

断
力
の
低
下
等
を
生
じ
さ
せ
ま
す
。                                                                           �

○ 

感
覚
機
能
の
低
下 �

　
人
間
は
、
情
報
の
80
%
を
目
か
ら
取
り
入
れ
て

い
ま
す
の
で
運
転
に
支
障
を 

き
た
す
こ
と
が
あ
り
、

例
え
ば
、
信
号
を
誤
っ
て
見
落
と
し
て
し
ま
っ
た
り
、

横
断
し
て
い
る
人
な
ど
に
気
付
か
な
い
な
ど
交
通

事
故
を
起
こ
す
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。                                                                           �

○ 

運
動
機
能
の
低
下�

　
運
動
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
よ
う
と
思
っ
て
か
ら
の
反
応
時
間
が
遅

く
な
り
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
を
起
こ
す
危
険
性

が
高
ま
り
ま
す
。                                                                            �

○ 

判
断
力
・
注
意
力
の
低
下�

　
判
断
力
が
鈍
っ
た
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
覚
が
鈍
く

な
り
飲
酒
し
て
い
な
い
時
よ
り
も
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
す
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
注
意
力
・
集
中
力

が
低
下
し
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
を
起
こ
す
危
険

性
が
高
ま
り
ま
す
。                                                                            �

【
注
意
】二
日
酔
い
の
場
合
も
運
転
は
厳
禁
で
す                                                                            

「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」�

を
ご
存
知
で
す
か
？  �

　 

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
は
、
自
動
車
で

飲
食
店
に
来
て
飲
酒
す
る
場
合
、
仲
間
同

士
や
飲
食
店
の
協
力
を
得
て
お
酒
を
飲
ま

な
い
人（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）を
決
め
、
そ

の
人
は
酒
を
飲
ま
ず
、
仲
間
を
自
宅
ま
で
送

り
、
飲
酒
運
転
事
故
を
防
止
す
る
運
動
で
す
。

                                                 



平成21年２月（6）�平成21年２月（7）�

�

　本年度より特定健診が始まり、「メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）」の考え方に重点をおいた生活習慣
病の予防が推奨されています。正しい食生活の確立、定期的な運動習慣の獲得、禁煙、定期的な健康診査の受診
等必要な情報を知ることが健康づくりへの第一歩となります。�
　毎日、忙しいお仕事をされている皆さんですが、日頃の生活をふり返り、自分の体と自分の生活を再確認してみま
しょう。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
※ この７項目の生活習慣を実施している数が多い人ほど，病気にかかりにくく、健康で長生きをしていることがわか
っています。�
�
　皆さんの生活習慣はいかがでしたか？�
　自分の健康は、自分自身にとっても、家族にとっても、そして職場にとっても大事な宝物です。健康を維持・増進
するために、家族や職場の同僚・医師・保健師・管理栄養士・看護師等とともに、今日からできる生活習慣改善を考
えていきましょう。�
�

　生活習慣病予防週間にちなんで、美郷町民が健康を一番に思えるような、元気あふれる「健康標語」を募集
します。皆様、ふるってご応募下さい。�

■募集要領�
　対　　象　美郷町民�
　募集内容　健康に関する内容で、創作に限ります。�
　審　　査　最優秀賞1名　優秀賞1名　入選　若干名�
　※ 参加者及び入賞者には記念品を贈呈します。�
　※ 結果は広報みさとに掲載します。�

■応募方法　�
　①はがきの場合　住所・氏名・年齢・電話番号・標語を記入してください。（何点でも可）�
　　〒８８３-１１０１　美郷町西郷区田代1番地　美郷町役場本所　福祉保健課�
　　10982 - 66 - 3604　FAX0982 - 66 - 3137�

　②直接持参する場合（本所・各支所どちらでも可）はがきと同じ内容�
　　【各支所問合せ先】　西郷健康管理センター　166 - 3613　南郷保健センター　168 - 4070�
　　　　　　　　　　　北郷支所福祉保健課　162 - 6202　�
■応募締切　2月13日（金）�
�
�

�

　
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
画
面
案
内
に
従
っ

て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
確
定
申
告
書
等
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

（h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp

）�

　
作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
印
刷

し
て
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。�

　
ま
た
、
電
子
申
告
用
デ
ー
タ
を

作
成
す
れ
ば
、
電
子
申
告
に
よ
り

申
告
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

（
贈
与
税
を
除
く
）。�

　
な
お
、
平
成
21
年
１
月
４
日
以

降
に
、
電
子
申
告
を
利
用
し
て
所

得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
と�

①
　
本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子

　
証
明
書
を
付
け
て
申
告
期
限
ま

　
で
に
申
告
さ
れ
た
方
は
、
所
得

　
税
の
額
か
ら
５
千
円（
そ
の
年
分

　
の
所
得
税
を
限
度
と
し
ま
す
。
）

　
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　（
平
成
19
年
分
で
適
用
を
受
け

　
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

　
分
の
控
除
は
で
き
ま
せ
ん
）。�

②
　
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴

　
収
票
等
の
提
出
は
提
示
に
代
え

　
て
、
そ
の
記
載
内
容
を
入
力
し

　
て
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　（
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
は
、
税

　
務
署
長
の
要
求
に
対
し
提
出
又

　
は
提
示
義
務
が
あ
り
ま
す
）。�

�

③
　
電
子
申
告
を
利
用
し
て
申
告

　
さ
れ
た
還
付
申
告
は
早
期
処
理

　
し
て
い
ま
す（
お
お
む
ね
３
週
間

　
程
度
）。�

　
　
詳
し
く
は
e
‐
T
a
x
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。�

(http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp)�

　
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。�

　
平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
の
期
間
は
平
成
21
年
２
月
16

日（
月
）か
ら
21
年
３
月
16
日（
月
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所

得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し

て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と

っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
得
金
額
や
税

額
を
正
し
く
計
算
し
、
申
告
と
納

税
は
、
期
限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
郵

送
等
で
も
結
構
で
す
。�

　
毎
年
、
期
限
間
近
と
な
り
ま
す

と
、
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
を
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。�

※
申
告
が
遅
れ
ま
す
と
、住
民
税
・

国
民
健
康
保
険
税
が
途
中
で
増
額

に
な
る
等
の
影
響
が
で
て
き
ま
す
。�

　
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp

）の
、�

��

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

で
簡
単
に
申
告
書
の
作
成
が
出
来

ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

　
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

������

　
所
得
税
並
び
に
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
の
時
期
に

な
り
ま
し
た
。�

　
決
算
書
や
申
告
書
な
ど
の
税
務

書
類
等
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
そ

の
人
が
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
、

よ
く
確
認
し
て
か
ら
依
頼
し
ま
し

ょ
う
。�

　
税
理
士
の
資
格
の
な
い
人（
い
わ

ゆ
る「
に
せ
税
理
士
」）が
、
税
務
代

理
や
税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相

談
を
す
る
こ
と
は
、
税
理
士
法
で

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、「
に
せ
税
理
士
」は
、
法

律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
税

務
署
か
ら
問
い
合
わ
せ
や
調
査
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
あ
な
た

に
代
わ
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
な
ど
、
結
果
的
に
あ
な
た
自

身
が
大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。�

　
十
分
に
ご
注
意
を
！�

　
詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。�

�

延
岡
税
務
署
　�

1
０
９
８
２
‐
３２
‐
３
３
０
１�

※
自
動
音
声
案
内�

������

　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
つ
い
て

な
い
農
耕
作
業
車
で
は
、
公
道
を

走
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。�

　
も
し
、
こ
の
よ
う
な
農
耕
作
業

車（
未
申
告
）を
発
見
し
た
場
合
に

は
３
万
円
以
下
の
過
料
が
科
せ
ら

れ
る
事
と
な
り
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
農
耕
作
業
車
を
お

持
ち
の
方
は
、
各
支
所
地
域
政
策

課
に
て
申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
な
お
、
農
耕
作
業
車
の
税
額
は

１
６
０
０
円
と
な
り
ま
す
。�

��



平成21年２月（8）�平成21年２月（9）�

受
診
券
」を
受
け
取
っ
た
ら
、各
支
所
福
祉
保

健
課
保
健
師
ま
で
電
話
か
直
接
相
談
日
を
ご

予
約
く
だ
さ
い
。健
診
結
果
説
明
会
で
は
結
果

票
を
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。�

�

・
動
機
付
け
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
備
群
の
方�

・
積
極
的
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
リ
ス
ク
が
高
い
方�

�

　去る1月18日に西郷区におき
まして、みさとメタボリック大作
戦の成績優良の公民館と個人
に対する表彰式が開催されまし
た。団体表彰は今回から、公民
館の規模（世帯数）別に３グルー
プに分けての表彰となりました
が、100世帯以上グループでは、
世帯参加率で第１位は北郷区
中原公民館が、50世帯以上グ
ループでは南郷区神門中区公
民館が、また49世帯以下のグル
ープでは西郷区仮迫公民館が
それぞれ第１位になりました。�
　個人では適正なダイエットを
行ったと認められる方など8名
が受賞されました。�

①参加世帯の状況�
　通算では14.3％の世帯（延
べ1,110世帯、実参加者数
678名）に参加していただきま
した。　男女別では、ほぼ同数
の参加でした。�

②体重変化の状況�
　約半数の方の体重が減少し
ました。変化なしが約２割、残
りの３割の方が増加でした。な
お減少した方の内、83名（12％）
の方が2kg以上の減量に成功
しています。�

③参加者のBMI変化状況�
　BMI値が当初25以上の肥満
者は160名でしたが、その内
12名が25未満に下がったほか、
94名の方に改善が認められま
した。�
�
　なお３万円の旅行券などが当
たるお楽しみ抽選の当選者（13
名）と１万円のグループ大賞当
選者（3グループ）につきましては、
個別に当選のご案内をいたしま
す。�
�

実績報告�20082008 の�

　昨年１０月から１２月までの３か月間、各区で介護予防事業の運動教室を開きました。参加された方からは、この
ような感想が寄せられました。�

　身体が軽くなった。手の指を大きく広げられるようになった。右目のチクチクがなくなった。膝の裏に静脈瘤がゴ
ボゴボしていたが、薄くなった。よく眠れる。つまづきが少なくなった。歩行が軽く感じるようになった。手の指を自
由自在に動かせるようになった。笑顔を忘れないようになった。朝はどんなに寒くても鏡の前で出来る裸の体操を
しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北郷区　８０歳　女性）�
　�
�
�
�

　１月８日（木）、西郷ニューホープセンターにおいて、第１回「美郷町介護予防
指導者養成研修会」が開催されました。�
　この事業は、現在町内各地区で行われているいきいきサロンやディサービ
スの内容を、より充実強化させていくことが目的です。�
　講師は、健康運動指導士の松村和也先生で、第１回目は、「介護予防とは」「安
心・安全の運動指導」という内容で行われました。�
　講話と実技を織り交ぜた内容で、いつもは指導者である社会福祉協議会の
職員も参加者の気分を味わい楽しみながら、新しい知識を習得していました。
今後は２月１２日（木）までの間、週１回のペースで行われる予定です。運動だ
けでなく、食生活や口腔ケア等についても学んでいきますので、来年度からま
たみなさん方にもこの成果がお届けできると思っています。職員もより楽しい
内容になるように頑張りますので、みなさんもサロンなど、どしどし参加してく
ださいね。�
�



平成21年２月（10）�平成21年２月（11）�

　
昨
年
、
12
月
14
日（
日
）に
長
崎
県
島
原
市
に
お

い
て
、
Ｋ
Ｎ
Ｔ
杯
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
渡
川
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス

リ
ン
グ
ク
ラ
ブ（
監
督
　
猪
股
利
康
）が
大
健
闘
し

ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
ほ
ぼ
西
日
本
大
会
に
近
い
規
模

で
お
こ
な
わ
れ
、
参
加
者
数
も
３
０
０
名
近
く
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
階
級
の
優
勝
者
の
ほ
と
ん

ど
が
全
国
上
位
ク
ラ
ス
と
い
う
質
の
高
い
大
会
で

し
た
が
、
小
学
５
年
生
の
部
門
で
黒
木
虎
雅（
こ
う

が
）君
が
フ
ォ
ー
ル
勝
ち
で
優
勝
す
る
な
ど
、
５
名

の
参
加
者
全
員
が
４
位
以
上
と
い
う
好
成
績
を
お

さ
め
ま
し
た
。�

　
今
後
の
活
躍
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。�

��

　美郷町消防団南郷分団では、児童・生徒の
下校中の安全を守ろうと、消防自動車を使用し
た巡回活動をおこなっています。�
　巡回は通学路を中心に、適時ルート変えを
行いながら、事故防止と地域安全を兼ねてお
こなっており、２月末まで実施する予定です。�
�

　
南
郷
区
の
冬
の
風
物
詩
と

な
っ
た
、
商
店
街
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
今
年
も
設
置
さ
れ

ま
し
た
。�

　
点
灯
式
は
12
月
12
日（
金
）

に
、
南
郷
商
工
会
主
催
で
午
後

５
時
30
分
よ
り
行
わ
れ
、
那
須

商
工
会
長
、
黒
田
副
町
長
に

よ
り
点
灯
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ

ま
し
た
。
冷
た
く
澄
ん
だ
空
気

の
中
、
様
々
に
装
飾
さ
れ
た
あ

ざ
や
か
な
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

が
現
れ
る
と
、
参
加
者
か
ら
は

一
斉
に
拍
手
と
歓
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
は
、
サ
ン
タ
さ
ん
か

ら
子
供
達
へ
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
、
南
郷
区
青
年
団
の

○
×
ク
イ
ズ
、
か
あ
ち
ゃ
ん
一

座
に
よ
る
踊
り
等
が
行
わ
れ
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。�

　
会
場
で
は
商
工
会
女
性
部
に

よ
る
お
で
ん
等
の
販
売
も
あ
り
、

昨
年
を
越
え
る
参
加
者
で
大
賑

わ
い
で
し
た
。�

　
ま
た
、
南
郷
温
泉
山
霧
で
も

美
郷
町
職
労
青
年
部
と
米
良

電
機
産
業（
株
）の
協
力
に
よ
り

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
、

入
湯
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。�

�

昌徳宮での集合写真�

定林寺址�

国立博物館�

前の交流員の方も�
挨拶に来られました�

朴　賢英さん�

李　賢淑さん（左端）� 楽しい食事�宮南池�

　新年営業初日の元旦、南郷温泉では鏡開きが行われました。�
　午前９時半より、林田町長、日高町議会議長、黒田社長がいっせ
いに酒樽を割り、今年の安全と商売繁盛を願いました。�
　その後、午前１０時の開館では、樽酒や紅白もち２００個が、初風
呂に訪れたお客さ
んにふるまわれまし
た。�
　今年も、南郷温
泉山霧をよろしくお
願いします。�
�

１９�

　
韓
国
の
お
正
月
料
理
に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。�

　
国
際
交
流
員
の
林
美
愛（
イ
ム
　
ミ
エ
）

さ
ん
お
勧
め
の
、
韓
国
の
お
正
月
料
理
を

作
っ
て
味
わ
え
る
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
す
。�

　
ま
た
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
韓
国
と
日

本
の
お
正
月
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
も
、

分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。�

　
韓
国
の
文
化
や
食
べ
物
に
興
味
の
あ
る

方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
日
時
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

●
開
催
日
時
：
平
成
21
年
２
月
20
日（
金
）�

　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
９
時�

●
場
　
　
所
　
南
郷
保
健
セ
ン
タ
ー�

●
参 

加 

料
：
５
０
０
円�

　
定
　
　
員
：
20
名�

　
　
　
　
　
　（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）�

●
申
込
締
切
：
平
成
21
年
２
月
10
日（
火
）�

●
お
問
合
せ
先
：
南
郷
支
所
地
域
政
策
課

　
　
　
　
　
　
千
本
・
林（
イ
ム
）�

　
　
　
　
　
　
1
59  - 

１
６
０
０�

　
海
外
の
同
世
代
と
交
流
を
行
う

こ
と
で
、
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
、

互
い
に
尊
重
し
合
い
、
協
力
・
協
調

の
で
き
る
人
間
を
育
成
す
る
と
と

も
に
、
異
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
で

郷
土
の
文
化
・
伝
統
を
再
認
識
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
12
月
19
日
か
ら

21
日
の
２
泊
３
日
で
南
郷
中
学
校

の
１
年
生
34
名
が
訪
韓
し
隣
国
の

歴
史
、
文
化
を
学
習
し
て
き
ま
し
た
。�

　
当
初
は
８
月
初
旬
に
４
泊
５
日

で
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
韓
両

国
が
所
有
権
を
主
張
す
る「
竹
島
」の

問
題
に
よ
り
延
期
と
な
り
、
今
回
研

修
の
時
期
、
日
程
を
変
更
し
実
施
し

ま
し
た
。�

　
初
日
、
宮
崎
空
港
で
の
荷
物
の
検

査
、
出
国
審
査
等
、
初
め
て
の
経
験

で
緊
張
ぎ
み
の
様
子
で
し
た
。
ソ
ウ

ル
到
着
後
バ
ス
が
故
障
す
る
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
り
、
ホ
テ
ル
到
着
は
20
時
30

分
を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。�

　
２
日
目
は
、
百
済
の
古
都『
扶
餘（
プ

ヨ
）』の
視
察
研
修
で
し
た
。
国
立
博

物
館
・
宮
南
池
・
定
林
寺
址
・

百
済
歴
史
博
物
館
な
ど
百
済

王
朝
時
代
の
歴
史
・
文
化
・
生

活
ぶ
り
が
学
習
で
き
る
施
設

と
あ
っ
て
興
味
深
く
研
修
し

て
い
ま
し
た
。
朝
、
ホ
テ
ル
を

出
発
す
る
時
に
降
っ
て
い
た

雨
も
扶
餘
に
到
着
す
る
頃
に

は
あ
が
り
、
有
意
義
な
視
察
と
な

り
ま
し
た
。�

　
最
終
日
は
、
世
界
遺
産「
昌
徳

宮（
朝
鮮
王
朝
時
代
の
宮
殿
）」の

見
学
を
行
い
、
空
路
宮
崎
へ
向
け

韓
国
を
後
に
し
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
時
期
的
に
も
日
程
的

に
も
大
変
厳
し
い
中
で
の
研
修
に

な
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
環
境
に

始
め
は
戸
惑
い
気
味
で
し
た
が
、

学
校
で
勉
強
し
て
き
た
韓
国
語
で
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
お
店
で
積
極
的
に

会
話
を
す
る
生
徒
、
松
場
杖
の
生

徒
を
気
遣
い
、
手
を
貸
す
生
徒
な

ど
皆
で
研
修
を
楽
し
も
う
と
す
る
、

そ
ん
な
姿
を
見
て
頼
も
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
初
め
て
の
海
外
研
修
で
、

異
国
の
文
化
、
習
慣
を
直
接
体
験

し
た
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
、
大
き
な

自
信
を
も
っ
て
今
後
の
中
学
校
生

活
に
活
か
し
て
く
れ
る
と
確
信
で

き
た
研
修
で
し
た
。  �

�



平成21年２月（12）�平成21年２月（13）�

�

�

　和田老人クラブ（代表佐藤井野吉）が国道３８
８号線沿いの花壇（集落センター入口付近）にパ
ンジー約１０００本を植栽し通行人の目を和ませ
ています。�
　１０００本でも苗が足りないそうで、まだまだヤ
ル気いっぱい元気いっぱいの皆さんでした。�
�
�
�
�
�

　郷土の歌人「小野葉桜」の顕彰と日本古来のかるた遊びを通じて
短歌に親しみつつ豊かな表現力を培うことを目的として、西郷区小
中学生による第１５回新春葉桜かるた大会が１月６日（火）に西郷農
村環境改善センターで開催されました。�
　大会は、田代小より３年生以上８２名、西郷中より１・２年生４０名が
競技者として、中学３年生２３名が審判や詠み手として参加しました。�
　競技は、３部門に分かれトーナメント方式で行なわれました。�
　子ども達は、底冷えする会場の中で、緊張感の漂う熱い戦いを繰
り広げていました。�

　【各部門優勝者】�
　小学３・４年生の部�
　　甲斐ふかみ（３年生）�

　小学５・６年生の部�
　　松田祐可子（５年生）�

　中学１・２年生の部�
　　黒木水人（１年生）�

　おはなしサークルぐ
りとぐら主催のクリスマ
スおはなし会が１２月
25日、西郷図書館で開
催されました。�
　絵本の読み聞かせ
の後は、凧やフェルト
リースなどを作りました。�
　最後は、宝探しをして楽しい一日を過ごしました。�
�

　西郷区青年団協議
会が子ども会や保育
所のクリスマス会に出
前サンタを行ないま
した。�
　「世界のナベアツ３
タ」などの寸劇を企画
し子どもや親たちを
楽しませました。�
　青年サンタは、「子どもたちの笑顔が見られてやりがい
がある」と話していました。�

楽しい読み聞かせ�

田代保育所に出前サンタ�

軽トラックいっぱいになりました�お年寄りのために頑張ります�

見に来てください�詠み手の声が響きます�

日向市駅伝大会３位入賞�

　昨年１２
月９日に第
４回全寿
大学を開
講し「鳥イ
ンフルエ
ンザ」につ
いて学びました。�
　県延岡家畜保健衛生所から講師を招いての
講話で、「個人で気をつけること」「死亡した鳥
を見つけた時」等の日頃関心のあることについ
て学びました。�
　参加者は、普段の生活ではほとんど感染しな
いことがわかり安心したようでした。�
�

　去る12月17日（水）に延岡市家
畜市場で開催された１月期子牛郡
共進会において、新本祐希さんが
出品した去勢牛「猿回転20号」が
優等賞２席を受賞しました。�
　新本さんは日向市東郷町出身
ですが、約３年前に西郷区に牛舎
を建設し現在母牛45頭を飼育して
います。以前にも去勢牛の部にお
いて優等賞を受賞しており、今回
２度目の受賞となりました。�
　畜産を取り巻く情勢は、子牛・枝肉価格の低迷や飼料価格高騰など
で大変厳しい状況が続いておりますが、この受賞は他の生産者にとっ
て大きな励みになりました。　�
　今後も新本さんをはじめ畜産農家の皆さんの大いなる活躍に期待し、
丑年にあやかり今年１年が喜びの多い年になることを心からお祈り致
します。�
　�
�

講話の様子�今度は雌牛で受賞できるように�
頑張ります！�

　
花
水
流
地
区
で
も

高
齢
者
世
帯
数
が
増

加
し
て
お
り
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
世
帯

の
な
か
に
は
車
を
所

有
し
な
い
世
帯
も
あ
り
、

不
便
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
の
が
実
情
で
あ

り
ま
す
。�

　
そ
こ
で
本
地
区
で
は
、

こ
の
よ
う
な
世
帯
を「
ど

げ
ん
か
せ
ん
と
い
か

ん
！
」
と
考
え
、
本
年

度
よ
り「
環
境
美
化
部
」

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

活
動
内
容
は
７
月
と

12
月
に
車
を
所
有
し

な
い
高
齢
者
世
帯
を

対
象
に
粗
大
ご
み
と

資
源
ご
み
を
回
収
し
、

世
帯
者
に
代
わ
っ
て
美
化
セ
ン
タ
ー
へ
持
込
み
を
行
う

と
い
っ
た
掃
除
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
ま
だ
小
さ

な
部
で
す
の
で
人
員
が
少
な
く
大
変
な
作
業
で
し
た
が
、

世
帯
者
か
ら
は
、
普
段
捨
て
た
く
て
も
捨
て
ら
れ
な
い

不
要
な
物
を
片
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、

区
民
と
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
住
み
良
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

�

　
12
月
７
日
に
行
わ
れ
た
日

向
市
駅
伝
大
会
に
西
郷
区
少

年
陸
上
ク
ラ
ブ
の「
西
郷
ア
ス

リ
ー
ト
」か
ら
２
チ
ー
ム
が
出

場
し
Ａ
チ
ー
ム
が
見
事
３
位

入
賞
を
は
た
し
ま
し
た
。
ま
た

Ｂ
チ
ー
ム
も
５
位
と
健
闘
し
ま

し
た
。�

�

１
区 

奈
須
　
智
晃（
田
代
小
６
年
）�

２
区 

坂
口
　
健
太
郎（
〃
３
年
）�

３
区 

徳
田
　
昌
哉（
〃
５
年
）�

４
区 

清
水
　
大
聖（
〃
６
年
）�

５
区 

高
森
　
賢
汰（
〃
４
年
）�

６
区 

森
川
　
達
博（
〃
４
年
）�

�

　
西
郷
ア
ス
リ
ー
ト
は
11
月

３
日
に
行
わ
れ
た
宮
崎
県
ジ
ュ

ニ
ア
大
会
で
も
１
０
０
ｍ
走
、

１
０
０
０
ｍ
走
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
で
入
賞
し
、
ま
た
奈
須
智

晃
君
は
県
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
合
宿

選
手
に
選
ば
れ
る
な
ど
全
員

が
大
き
な
大
会
で
も
力
を
出

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。�

　
現
在
小
学
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
21
名
で
、
毎
週
楽

し
み
な
が
ら
持
久
力
・
瞬
発
力

を
強
化
す
る
練
習
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。�

　
美
郷
町
内
の
小
・
中
学
校
生

で
加
入
し
た
い
方
が
い
ま
し
た

ら
、
ま
ず
は
見
学
に
来
て
み
ま

せ
ん
か
。�

●
練
習
日�

　
毎
週
火
・
金
曜�

　
17 

時
30 

分
〜
19 

時�
�

●
場
　
所�

　
西
郷
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド�

�

●
代
表
者
　
甲
田
伊
直�

�

　
美
郷
町
西
郷
区
特
産
『
完

熟
き
ん
か
ん
』の
出
荷
が
１
月

26
日
か
ら
Ｊ
Ａ
日
向
西
郷
支

店
で
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
現
在
28
名
の
農
家
で
８
・
７

ｈａ
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
本
年

は
約
１
８
０
ｔ
の
出
荷
を
予
定

し
て
い
ま
す
。�

　
出
荷
は
２
月
中
旬
に
最
盛

期
を
迎
え
、
３
月
下
旬
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。�

　
昨
年
か
ら
光
セ
ン
サ
ー
選

果
機
に
よ
る
選
果
が
行
わ
れ
、

糖
度
も
安
定
し
た
高
品
質
き

ん
か
ん
が
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
出
荷
期
間
中
、
Ｊ
Ａ
日
向
西

郷
支
店
選
果
場
前
に
販
売
所

を
設
置
し
て
い
ま
す
。�

　
ご
贈
答
、
お
土
産
に
ご
利
用

下
さ
い
。�

�

●
問
合
せ
先�

Ｊ
Ａ
日
向
西
郷
支
店
選
果
場

前
販
売
所�　

1
68  - 

２
６
１
１�

����

　
２
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）

の
２
日
間
、
日
向
市
の
Ｊ
Ａ
日
向

グ
リ
ー
ン
ト
ッ
プ
に
お
い
て「
さ

い
ご
う
完
熟
き
ん
か
ん
ま
つ
り

０９‘
」を
開
催
し
ま
す
。�

　
完
熟
き
ん
か
ん
の
試
食
・
販

売
や
き
ん
か
ん
餅
つ
き
の
体
験
、

振
る
舞
い
な
ど
、
催
し
物
を
多

数
準
備
し
て
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

�

● 

問
合
せ
先�

西
郷
支
所
産
業
振
興
課
　
　�

　
1
66  - 

３
６
１
１�

Ｊ
Ａ
日
向
第
２
営
農
セ
ン
タ
ー

　
1
66  - 

２
７
７
０�

��

息を合わせて「よいしょ！よいしょ！」�

うし�

第４回�



平成21年２月（14）�平成21年２月（15）�

　12月７日、北郷区青年団連絡協
議会（川西邦明会長）主催による「う
なま路駅伝大会」が開催され、町内
から参加した７チームが、７区間
15.2㌔をたすきでつなぎました。�
　当日は、この冬一番の冷え込みと
なりましたが、ランナーたちの熱気
あふれる力走に、沿道からも熱い声
援が送られていました。�
　結果及び区間賞は、次のとおり
です。�
�

　12月18日、北郷総合保健センターで美郷町３区及び
日向市のデイケア利用者とボランティアによるクリスマス
会が行われました。�
　当日は、午前中から自分たちで料理づくりや会場の飾
りつけを行い、会食やプレゼント交換などで盛り上がり
ました。また、デイケア活動で行っているバンドの演奏や
各区で出し物を発表し、参加されたみなさんは終始笑
顔でクリスマスを楽しんでいました。�
　普段は各区でさまざまな活動を行っていますが、本会
は毎年恒例の交流の場となっており、来年もまた参加し
たいという声が参加されたみなさんから聞かれました。�
�
�
�

　サンタクロースに扮した青年団員が12月24日のクリ
スマスイヴに北郷区内を回り、プレゼントを届けました。�
　これは４年前から北郷区青年団連絡協議会（川西邦
明会長）が地域住民と触れ合うボランティア活動として
始めたもので、当日は会員22名が事前に依頼のあった
各家庭を訪問し12世帯にプレゼントを渡しました。�
　サンタクロースやトナカイが現れると驚いて泣く子、
はしゃぐ子、不思議そうな顔をする子どもたちで賑や
かなクリスマスイヴとなりました。�
�

　北郷区のブランド「うなま米」の新米が手づくり
屋北の郷で販売が始まりました。�
　今年は約150㌧が農協に出荷され、うち約100㌧
は姉妹都市の沖縄県豊見城市に出荷し、残り約50
㌧を北の郷で販売を行います。産業振興課によれ
ば「今年は天候に恵まれ上々のでき」とのこと。�
　値段は、精米（５㌔）が2,200円、玄米一袋（30㌔）
が8,700円で販売されていますが、「町外からの電
話予約もあり、売れ行きも好調」とのことです。�
　詳細等は、手づくり屋北の郷（1０９８２-６２-５７
８０）までお問合せください。�
�

　12月20日、子ども創作大会（北郷区子ども会育成連絡協議
会主催　甲斐一基会長）が北郷図書館前駐車場で行われ、
区内の小中学生と田代小（西郷区）の児童たちが老人クラブ
連合会会員の指導のもと、しめ縄作りに挑戦しました。�
　日本の伝統行事に触れる体験を通して世代間交流を図るこ
とを目的としているこの行事ですが、参加した子どもたちは見
事な匠（たくみ）の技に驚きながらも、「我が家に飾るしめ縄」
を見事完成させました。模範実技を披露した眞田茂一さん（北
郷区長野）は、「みなさんよく頑張りました。またこのような機
会を設けたいですね。」と講評され、参加した児童たちも「難し
かったけどいい経験になりました。また来年も参加したいです。」
と話していました。�
�
�

優勝　西郷中Ａチーム�

2020




